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東京都立青山特別支援学校 

校長  中澤 将人 
 

「青山の地で学びを深めるために❸」 
副校長 秋本 友美  

 

梅薫３月。総まとめと次年度に向けた準備期間、そして進級・卒業の節目です。 

後期個別面談では、「身に付いた（身に付けようとした）力への評価やアプローチ

方法の共有」等、個別指導計画というツールを通して、家庭と学校が「ベクトルを同

じくして、確認する場」となりました。ありがとうございました。 

「学びの場」である学校としての役割を果たすべく、この１年間諸計画に基づき、

PDCAサイクルによる評価・分析結果を次年度につなげて参ります。 

さらに、ここでは令和５年６月に閣議決定された「教育振興基本

計画」を軸に、この１年間を振り返ってみます。 

ウェルビーイング：身体的・精神的・社会的に良い状態にあること   

本計画では「個人が獲得・達成するウェルビーイング」と「人と

のつながり・関係性に基づくウェルビーイング」両者の調和に基づ

くウェルビーイングを「教育」を通じて向上させていく事が謳われ

ています。このことを、私の言葉で（平易ですが！）お伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月５日（水）の全校保護者会では、１年間の総括に基づいた、令和７年度 教育

内容を深めるための方策等を御説明いたします。御出席をお待ちしています。 

はなみずき  

教員：勤めたくなる！ 

→KEY WORD 職場の心理的安定、良好な労働環境、保護者や地域との信頼関係、子供の成長実感 
【標準時数（授業時間）は確実に確保し、下校後は教科指導を充実させるための研究・研修を行った
り、教員間で更にコミュニケーションを図ったりすることができる、自分時間を確保します】 

子ども：もっと学びたくなる！ 

→KEY WORD きめ細やかな指導による確かな学力の形成、自己肯定感の高まりから、意思決定へ 
【R7新教育課程：実施に伴い、教員自身の学び方も転換します。学習者主体の学び、多様な他者と
協働した学びを展開し、子供たちの達成感が教員のやりがいと連動し、相互効果を生み出します】 

保護者：青山で学ばせたい！  

→KEY WORD「チーム学校」の一員、学校教育→生涯学習・社会教育へつながる学びを共に推進 
【図書館リニューアル：読書活動の意義を発信。「蔵書寄贈」や「親子でふれあい、読書習慣の形成
を意図とした国際子ども図書館」立案等、PTAのバックアップにより、「青山での学び」が深化】 

地域 ：コミュニティの核であってほしい 

→KEY WORD 地域における学び、共感的・協調的な関係性、地域コミュニティの基盤形成  
【日常の授業で学んだことを地域の中で生かしたり、地域社会での活動で課題を見出したりするなど
して、授業と連動させる地域学習や社会貢献活動を積極的に展開します】 



             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 ３月予定表 都立青山特別支援学校 
 

 

【お知らせ】 

〇スクールバス乗車届（４月分）提出締め切りは、３月１７日（月）です。 

 

日 曜 予定 給食 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 日 曜 予定 給食 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 

1 土    16 日    

2 日    17 月  ○ 14:05/15:40 

3 月 個別面談（終）  〇 14:05/15:40 18 火  ○ 14:05/15:40 

4 火  〇 14:05/15:40 19 水 卒業式予行 ○ 14:05 

5 水 全校保護者会・学年保護者会 〇 14:05 20 木 春分の日   

6 木 新入生書類提出日 〇 14:05/15:40 21 金 給食（終） ○ 14:05/15:40 

7 金 卒業を祝う会（小） 〇 14:05/15:40 22 土    

8 土    23 日    

9 日    24 月 卒業式 ✖ 11:30 

10 月  〇 14:05/15:40 25 火 修了式 ✖ 11:30 

11 火 卒業・進級を祝う会（中） 〇 14:05/15:40 26 水 春季休業（始）   

12 水 健康相談（ＡＭ） 〇 14:05 27 木    

13 木  〇 14:05/15:40 28 金    

14 金  ○ 14:05/15:40 29 土    

15 土    30 日    

 31 月    

青山人権週間３/７（金）～３/13（木） 

３月のテーマ「決まりやルールを守ろう」 

４級職発信！ 青山特別支援学校 ここが１番！！ 

主幹教諭 高山幸一郎  

『何を学ぶか、どのように学ぶかが分かる教育課程』 

全教員が、研究活動で一年間かけて練り上げた教

育内容改善案。これを具体的な教育内容と配当時数

にまとめ上げました。「授業時数を減らし、でも教育の質

はさらに向上」という難題でしたが、完成した内容配列

表で内容の向上を、週時程の配列の工夫で効果的な

時間の使い方を図りました。次年度は実際の授業がど

のように変わったのか、検証をしていきます！ 

 

 

主幹教諭 岩本真奈  

『きれいで使いやすくなった図書室』 

夏休みにリニューアルオープンした図書室。とても居心

地の良い空間になりました。きれいになった図書室をどう

活用していくかがこれからの課題です。教育活動への導

入、地域図書館との連携など、まだまだやることは山積

みです。その中で、赤坂図書館でのコラボ作品の展示や

卒業学年からの図書の寄贈など、図書室のソフト面の

充実に向けて動き出しています！ 

 

主幹教諭 和泉澤賢司  

『あらゆることに人権感覚を！』 

個々に行ってきた各取り組みを「人権に関わる取り組

みの年間計画」に一元化し、連携させることで、相乗効

果のある内容にすることができました。 

「お互いを大切にするアンケート」では、名のとおり「友

達がよく休むから心配」など、児童生徒が友達を思いや

る様子を見ることができました。友達、教員、保護者、

地域など、みんなで、お互いを大切にしあって、毎日、楽

しく過ごせる学校を作っていきます！ 

指導教諭 小野寺泰子  

『全教員で学習指導要領に触れた貴重な時間でした！』 

今年度の研究活動は、全教員がプロジェクトチームと、

個人研究チームのいずれかに所属して内容配列表の作成

に取り組みました。方法は異なるものの、両チーム共に教

員から「日頃の実践と学習指導要領を照らし合わせること

で、ますます学習指導要領の内容理解が深まった」「活用

することでの良さが分かった」など率直な感想を聞くことがで

きたました。   

令和 7年度には体育科、音楽科、図画工作・美術科

の内容配列表を作成していく予定です！ 

 

 

 


